






要約: Wilson 病のマス・スクリーニング法確立を目的として,尿中セルロプラスミン(Cp)

蛋白の測定を行った・本症患、者 6例およびコントロ_ル 194 例に対し,尿中総および活性

型 Cp を抗 Cp モノクローナル抗体および抗活性型 Cp モノクローナル抗体を用いた ELISA

法にて定量した. コントロール群における総 Cp および活性型 Cp 濃度の平均値および SD

は,それぞれ 37.07±68.44ng/mg creatinine(cr),39.01±68.44ng/mg cr であった.本症患

者は,6.55±12.61ng/mg cr,0.69±1.52ng/mg cr であった.コントロールと患者の平均値

には差が認められるものの,10ng/mg cr 以下の低値を示す例か多く見られた.患、者の尿

中セルロプラスミン値より cut off 値を考えると再検率が 15～20%となり,スクリーニン

グに用いるのは困難であると考えられた.


